
琢成５０年 校名の由来に立ち返り 

親子で成長していきましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日の社会は子供たちをとりまく環境は良くも悪くも大きく変化し続けて

います。我々親世代が育ってきた環境よりも複雑化しまたそのスピードも速

くなってきています。 

だからこそ「個性」を認め合うことはとても大切なことですが、なんでもかん

でも「個性」で片付ける事無く最低限の善し悪しの判断ができるように家庭内

での教育・躾、そのうえで学びの場所である小学校へ送り出すことが、 

【教育の義務】世にいう【義務教育】です。 

 子どもたちの健やかな成長のために、家庭・地域・学校の役割をもう一度確

認し、互いに助け合い・学び合い・語り合っていきましょう。 
 

 

 

 

1・琢成小学校 50 周年記念をみんなの手で。 

  ５０周年記念事業 アントレプレナーシップで子供たちの成長を支え見守りましょう。 

 

2・玉不琢不成器 人不学不知道 「礼記」 

  【玉琢（磨）かざれば器を成さず 人学ばざればその道を知らず】 

 玉（輝石）は磨きをかけなければ光らず、人も学ばなければ正しき道を知ることがない 

   時にやさしく時に厳しく我が子を育て、学校へ責任をもって送り出す。 

 

3・地域との交流は先ず挨拶から 

   登下校の際、また日々の生活において家族、友達、先生だけでなく地域の方々にも 

きちんと挨拶をしましょう。大人も見本となりますように。 
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